
令和6年度　第2回図書館協議会　No.1－1

目標値 図書館協議会委員

Ｒ元 R２ R3 R4 R5年 R５ からのご意見

基本的サービス

資料購入費・決算数値（千円） 11,135 13,865 11,263 12,911 13,596 ― ―

蔵書冊数 352,736 361,469 362,982 365,428 371,822 11,822 360,000

個人の貸出冊数 252,757 217,103 251,887 244,556 228,213 ▲ 71,787 300,000

登録者数 17,012 17,709 15,416 15,158 13,404 ▲ 6,596 20,000

（うち新規登録者数） 859 701 840 559 776 ▲ 424 1,200

来館者数 163,702 101,925 120,964 127,060 136,216 ▲ 18,784 155,000

１　佐渡に暮らす子どもたちの豊かな心を育む図書館

１２歳以下子ども一人当たりの児童書数 22 25 25 27 30 7 23

小・中・高等学校への団体貸出冊数 7,796 10,211 12,252 12,334 12,123 2,123 10,000

学校図書館との懇談会、合同研修会　回数 2 0 0 1 3 0 3

施

策

・

事

業

A

・12歳以下の一人当たりの児童書数は、住民基本台帳の年齢別人口による

と令和6年3月31日時点で児童の数は3,672人であり、図書館の児童書数

108,386冊となっていることから一人当たり29.5冊で、目標を上回った。

・R2年度にコロナ交付金で購入したパワーアップ事業定期便（小学校への

図書貸出）を継続実施。

・学校等との連携については、子育て支援センター、学校への読み聞かせ

（120回）などを実施。学校図書館との合同の研修会、佐渡小学校教育研修

会、校長会にも参加し、情報共有に努めた。

●評点について

・【評点A】児童一人当たり約30冊、団体貸出も目標をはるかに超え

ている。学校との連携も3回とし職員の努力を感じることができる。

・12歳以下子どもでも一人当たりの児童書数が年々増加しており、良

い傾向だと思います。具体的にどんな影響を受けての結果なのか、そ

こを推察して更なる取り組みや働きかけの強化をしていただきたいで

す。

・自己評価及び評価内容は妥当と思われる。

●内容説明および自己評価について

・学校、保育園などとタイアップ等をすすめ、さらなる増加を期待し

ます。

・子ども達の読書環境は、大変充実していると思います。関係者や職

員の相違工夫と努力を評価します。

・佐渡市における子どもの読書環境は整っていると考えれる。

・家から市立図書館が違いなどの理由で市立図書館を利用しにくい地

域の子どももいるので、これからも学校への団体貸出を積極的に行

い、子どもが様々な本に接する機会を作っていただきたい。

・学校等との連携について、様々な機会を設け努力されたことが伺え

る。これからも学校と情報共有をして佐渡の子ども達の学びの環境を

支えていただきたい。

・とてもすばらしいと思います。2校に読み聞かせに行っているのです

が、子ども達の読書力が増えたように見られます。気軽に手の届く所

に本があることがいいのかと思います。

・子どもと子をもつ母親に寄り添える図書館であってほしい。。

●評点について

・A評価

●内容説明および自己評価について

・計画に沿えるように努力されています。

・①１２歳以下子どもの一人当たりの児童書数

　②小・中・高等学校への団体貸出冊数

　いずれも、目標を大きく上回っており、コロナ禍でも子ども達の読

書機会を確保しようとする職員の皆様の努力が伝わります。特に、

「図書館パワーアップ事業」が効果的だったのでしょうか？

　③学校図書館との懇談会、合同研修会については、コロナ禍では開

催が困難であり致し方なかったが、令和5年に目標値を達成できたこと

は評価できる。

令和5年度　図書館ビジョン事業実施計画評価票

内容説明および

事務局自己評価

外部評価委員

からのご意見

図

書

館

運

営

C

・蔵書冊数は令和５年度実績は、令和５年度の目標を上回ったが、その他

の基本サービスに関して目標に達成できなかった。その要因としては、新

型コロナウィルスが令和5年5月までは感染症の分類で2類相当となっていた

ことから図書館全体の利用者の減がある。また、佐渡市の人口も毎年約

1,000人程度減少を続けていることも要因の一つとなる。

・令和5年度の分析として新型コロナウイルスが令和5年5月に5類に移行し

たこともあり、雑誌や新聞の閲覧に来館する人が戻りつつある。また猛暑

の影響もあり、8月は来館者数が増加した。蔵書冊数は、除架除籍を行うな

ど適正な書架を維持できるよう努めたい。

・貸出冊数は令和4年度比較では横ばい。今後は人口減の影響により、貸

出、来館共に大幅な増加の可能性は低いと考えるが、さわた図書館・子育

て交流広場の計画も進んでいることから、一定程度の増加は期待できるの

で、更なる読書推進事業実施、情報発信を行う。

●評点について

・【評点B】目標値が高いため自己評点はCであるが、私はBとする。

特に個人の貸出冊数が減少したのは、人口減とユーチューブの発達で

読書離れが思っている以上に進んでいるように感じる。来館者数もコ

ロナ禍から少しづつ増加傾向にある。

・目標値と実績から見ればC評価となるが目標値が妥当なのか疑問に

思う。（目標値が妥当ならばB評価では？）

・自己評価及び評価内容は妥当と思われるが、目標値の設定に問題が

なかったのか検証が必要と思われる。

●内容説明および自己評価について

・人口減は全国的な課題であり、結果として利用者の減少になってい

ることもあろう。本好きの子供を育てるには、本好きの大人を図書館

に呼び込むことも大事。施設のこともあり、難しいであろうが立ち寄

りやすい雰囲気醸成を期待する。限られた予算の中で、市民の要望す

る図書の選定には大変なご苦労だと思います。敬意を表します。

・目標数値が実態に合っていない（人口減少、読書者人口の減少等考

えると）適正な目標数値の設定が必要と考えられる。

・R5年5月に新型コロナウィルスが5類へ移行したことを考えると、令

和3年令和4年以上に貸出冊数と登録者数が回復してもよいと思うが、

なぜ数値が増えなかったのか具体的な検証が必要と感じました。（新

規登録者及び来館者数の増加と比例してないものでしょうか？）さわ

た図書館の移転ばかりに期待をせず、各図書館での取り組みを改める

必要があると感じました。

・今後、人口減少もあり来館者や貸出冊数は減っていくと予想されま

す。それを見込んだ目標値の設定が必要かと、全体の目標値が高すぎ

る感があります。新施設（子育て交流ひろば等）での本にふれあう

きっかけづくりや情報発信に期待します。

・急速に人口減少が進んでいることから考えると目標の数値設定に無

理があるように感じる。市の現状からみれば、実績は検討している数

値と言えるのではないだろうか。

・蔵書冊数が目標値を大きく上回っている点は、資料購入費の増加に

よるものか、除籍が追い付いていないことによるのか、内容の精査が

必要と考える。

・人口減での影響はどんな社会でも、色々な形で見えてきています。

その中で、できることは何かいつも考えていますが、図書館でしたら

何ができるのか、私も考えてみます。

・コロナが明けても来館者数に大きく影響が出ないように思う。

・さわた図書館への期待と各館でのイベント等に期待する。

●評点について

・非常に高い目標値なので自己評価はCと低いですが努力してく

れています。

・B評価

●内容説明および自己評価について

・強いて数字を上げるためには高齢者学級（各公民館）とか元

気応援団のグループに図書館活動を理解してもらうような活動

を１コマ入れてもらえるように働きかけてはどうですか。

・①資料購入費・決算数値②蔵書冊数

　購入費・決算数値が年々増加していることは評価できる。活

字離れが進むなかで、読書活動を推進するためには大変大事な

ことだと考える。

　③個人の貸出冊数④登録者数

　佐渡市人口の減少がコロナ禍の影響もあろうが、貸出冊数の

令和5年の実績値が令和3年・令和４年よりも減少しているのは

なぜなのか。登録者数についても令和5年は少なくなっている。

　⑤来館者

　令和5年の来館者は、目標値には達しないものの、コロナ禍か

ら回復し、徐々に増えてきていることは良い傾向だと思いま

す。

区分 評価指標
R5年度実績と

目標値比較

自己

評点

実　　績



目標値 図書館協議会委員

Ｒ元 R２ R3 R4 R5年 R５ からのご意見

内容説明および

事務局自己評価

外部評価委員

からのご意見
区分 評価指標

R5年度実績と

目標値比較

自己

評点

実　　績

２　誰もが利用しやすい図書館

高齢者向けイベント　実施回数 0 0 0 0 5 1 4

利用者の意見を把握する機会の設定（意見箱設置） 1 1 1 1 10 0 10

移動図書館車での貸出冊数 4,316 945 3,775 3,741 5,016 16 5,000

３　佐渡の歴史と文化の学びを支える図書館

郷土資料の蔵書冊数 35,110 36,101 37,049 37,911 38,701 2,701 36,000

郷土資料の貸出冊数 3,730 3,508 5,494 5,218 4,963 1,463 3,500

郷土資料を活用した事業の実施回数 0 0 1 3 5 3 2

施

策

・

事

業

B

・令和5年度は音声ガイドや日本語字幕のついたバリアフリー映画の上映会

を行った。また9月に行った認知症ブックフェアにあわせ認知症サポーター

養成講座を中央図書館で開催した。落語の開催、電子書籍体験会、講演

会、認知症に関する特設展など、大人を対象とした事業も実施している。

・利用者の意見把握として意見箱は全館で設置。また7・8月に開館時・開

館日に関するアンケートを行った。

・移動図書館車の利用の促進として高齢者施設へ団体貸出を実施し、貸出

先の拡充に努めた。

●評点について

・【評点A】高齢者向けのイベントを０回から5回実施したことは素晴

らしい。意見箱の設置やアンケートも評価する。移動図書館車で高齢

者施設への団体貸出も評価する。

・自己評価及び評価内容は妥当と思われる。

●内容説明および自己評価について

・移動図書館は地域にとけこみつつあるので、頑張って続けてほし

い。

・引き続き精力的に継続していただきたいです。

・テーマを設けた各種行事の開催で、参加者の反応はどうだったの

か。また、利用者のアンケート結果等を公表して、今後の活動に活か

してください。

・感染症が落ち着いたこともあり、様々な事業を実施したことはとて

もよかった。生涯学習の場として、これからも大人の学びの拠点と

なっていただきたい。

・高齢者が一旦施設に入所すると、自分で図書館へ行ったり本を購入

したりすることが難しくなるので、高齢者施設への団体貸出はとても

よい事業だと思う。

・もっともっと気軽に足を運べる、運びたくなる図書館であって欲し

いです。少し本から離れたイベントであってもいいような気がしま

す。

・カフェも含めて、たまり場的な場になることがよいと思う。

●評点について

・実績が目標値に達しているのでもう少し自己評価を上げてもよいの

では。

・令和5年はすべての項目を上回っていることからA評価では？

●内容説明および自己評価について

・①高齢者向けイベント実施回数

　②利用者の意見を把握する機会の設定（意見箱設置）

　③移動図書館での貸出冊数

　令和5年は、いずれも目標値を上回り、良かった。

A

・郷土資料の充実を図るために、新しく出版された郷土資料の収集に努め

た。郷土資料は館内閲覧のみもあることから利用状況の把握が難しい面が

ある。

・世界遺産に関する図書の展示

・ジオパーク10周年に関連した図書の展示

・鳥越文庫視察研修（R6.2.5　教育長、図書館職員7名参加）

●評点について

・【評点A】郷土資料は年々充実して来てはいるが、中央図書館は郷

土資料用の書棚のスペースが現在より増加できないため、今後、一考

を要する。例えば「佐渡島の金山」「ジオパーク」「トキ」など常時

テーマ展示ができると良い。

・自己評価及び評価内容は妥当と思われる。

●内容説明および自己評価について

・郷土史家や郷土誌に造詣の深い方々の死去後の蔵書が気になりま

す。重複図書の問題もあるでしょうが、極力受入れ、貸出しも可能に

なるように配慮願えれば助かります。私も郷土資料の蔵書があるので

考慮いただければありがたい。

・引き続き精力的に継続していただきたいです。

・郷土資料の充実や資料を活用した事業が増えていることを評価しま

す。

・郷土資料の収集、活用ともに申し分のない運営をされていると思

う。

・蔵書冊数の目標が前年より少なく設定されているが、郷土資料は除

籍の対象から除外されていると認識している。複本の整理等もあるの

かも知れないが、目標の根拠が分からなかった。

・図書館には市民の利用に供するとともに、未来の利用者のための資

料保存の役割もあるので、利用の頻度に関わらず郷土資料については

特に慎重な取扱を望む。

・ここの歴史は、この図書館でと分かりやすく展示したものがあると

いいのでは？

●評点について

・目標どおり達生

・A評価

●内容説明および自己評価について

・①郷土資料の蔵書冊数

　②郷土資料の貸出冊数

　③郷土資料を活用した事業の事業の実地回数

　3項目ともに目標を大きく上回っており、A評価でよい。こういった

取り組みが佐渡の世界遺産登録の一翼を担ったものと考える。



目標値 図書館協議会委員

Ｒ元 R２ R3 R4 R5年 R５ からのご意見

内容説明および

事務局自己評価

外部評価委員

からのご意見
区分 評価指標

R5年度実績と

目標値比較

自己

評点

実　　績

４　市民と共に歩み、愛される図書館

予約冊数 58,547 66,479 74,512 74,998 77,175 17,175 60,000

新着案内・テーマごとのリスト　発行回数 24 24 42 30 39 9 30

５　市民の課題解決を支援する図書館

WiFiおよび利用者用パソコンの設置（WiFi設置館数） 6館 6館 6館 6館 ７館 ▲３館 10館

相互貸借冊数 1,761 1,352 1,879 1,589 1,346 ▲ 654 2,000

レファレンスの事例紹介　発行回数 0 0 0 2 3 0 3

外部委員による総評

・コロナ感染下において、図書館事業が思うように推進できない状況のなかでも職員の方々は、地道な取り組みを続けてきたと思います。令和5年は、コロナ感染も徐々に改善され、施策・事業ともにビジョンをもとにしっかりと取り組めるようになったのだと考えます。その結果、評価に

おいてもA評価の項目が成果として増えてきました。今後とも、佐渡市の図書館事業の推進に寄与されることをお願いいたします。尚、現代社会は、電子書籍の利用が増えており、紙ベースの本よりも多くの人が活用しています。私は、現状をよく理解していませんが、図書館における電子

書籍の活用等はどのようになっているのでしょうか。電子書籍貸出事業等も今後の図書館で取り組むことが必要でなないかと考えます。

A

・予約冊数は目標に対して大きく越した。

・毎月の新着案内（一般向け、子ども向け）を、各図書館・室に置き利用

者にお知らせするとともに、HPに掲載、市内の小中学校にメールで送付し

ている。また、読書感想文の課題図書リスト、認知症ブックフェアにあわ

せ認知症に関する図書リストなどを作成した。また、文部科学省の著名人

のお薦めの一冊に関して特設展を設けて展示した。

●評点について

・【評点A】ネット予約はたいへん便利であり、これからも増えてく

ると思う。毎月の新着案内も見やすくてよい。

・自己評価及び評価内容は妥当と思われる。

●内容説明および自己評価について

・リクエストが多いということは、賞賛に値する。親しみのある図書

館づくりに邁進してください。図書購入とも関わる事などで切ないと

ころもあると思いますが、市民に必要な図書館と位置づけられるよう

にがんばり続けてください。

・引き続き精力的に継続していただきたいです。

・対象者に合わせた情報発信の工夫がみられます。今後もよりわかり

やすく親しみやすいPRを期待します。

・予約冊数が年々増えているので、市民に浸透してきていると考えら

れる。

・新著案内、図書リスト、展示などは、利用者にとって重要な情報と

なるので、これからも積極的な発信をお願いしたい。

・市民ボランティアとの共同事業など、図書館を中心とした地域づく

りを期待する。

・すばらしいと思います。

●評点について

・目標どおり達生

●内容説明および自己評価について

・予約冊数②新着案内・テーマごとのリスト発行回数

　2項目とも実績が目標を大きく上回っており評価できる。

C

・Wi-Fi設置に関しては、財政的な要因もあり目標だった令和5年度までに

全館整備は達成できなかった。

・新潟県立図書館の「新潟県内小規模図書館等支援事業」を活用し、両津

図書館で100冊を借り受け、利用者に提供した。市外の図書を借受する相互

貸借の仕組みについては、窓口等での案内を通じ定着している。

・レファレンスの事例は、上半期、下半期、郷土関係の3回実施した。

●評点について

・【評点B】相互貸借の減少は、佐渡市の図書館が充実してきた証だ

と思う。

・自己評価及び評価内容は妥当と思われる。

●内容説明および自己評価について

・施設上難しいのだとは思いますが、視聴覚コーナーの充実もお願い

します。

・相互貸借冊数の目標数値が高い（それまでの数値と比べると）と思

われる。全体の目標数値としては限界を超えているのでは。

・県立図書館からの借受は、両津以外の図書館では実施しなかったの

でしょうか？「定着している」と感じにくいため、他の図書館でも導

入したり、冊数を増やしたりしてみてはいかがでしょうか？

・Wi-Fi設置は早急に全館の整備をお願いします。未整備館では環境の

不公平感が出ない用努めてほしい。

・Wi-Fi環境については、目標未達の要因が財政面なのでやむを得な

い。

・相互貸借が伸びなかった点については、佐渡市立図書館の蔵書だけ

でニーズを満たすことができたとも考えられるので、利用者にその仕

組みが周知できていれば達成率あまり意識しなくてもいいと思う。

・レファレンスは図書館の重要な仕事のひとつなので、3回の実施は評

価したい。市民が必要なときに気軽に相談できる職員がいることはと

ても心強い。中央図書館以外の館にも専門知識のある職員を配置して

いただき感謝している。

・あと、もう少し…Wi-Fi。Wi-Fiが通っていることを知らない方も多

いのでは？

●評点について

●内容説明および自己評価について

・相互貸借冊数の伸び悩みが利用者用パソコンの設置未整備に関係あ

るとすれば計画的に進めてください。

・①Wi-Fi及び利用者用パソコン設置（Wi-Fi設置関数）

　②相互貸借冊数

　③レファレンス事例紹介　発行数

　「レファレンスの事例紹介　発行数」の目標達成は、評価できる。

「相互貸借冊数」が大きく下回っているのが気がかり。『Wi-Fi及び利

用者パソコン設置」については、財政の面もあろうが、早急に整備が

必要な課題だと考える。
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業


